
【開催概要】

期 間 第一回 2021 年 5 月 14 日（金）～ 6 月 10 日（木）
第二回 2021 年 5 月 31 日（月）～ 6 月 10 日（木）
※期間中は、いつでも視聴できます。

形 式 ZoomによるオンデマンドWebセミナー
参加費 無料（事前登録制）※ご登録者様にWebセミナー視聴URLを送付いたします。

期間 内容

5/14～6/10

＜第一回＞ ※4月配信したものと同じ内容となります。
サイバーセキュリティ対策Webセミナー （視聴時間 約35分）
～なぜサイバーセキュリティ攻撃は防げないのか。重要な情報を守るために～
サイバー犯罪は年々巧妙化しています。国内では大企業等での個人情報漏洩や企業被害が相次いで

おり、最近では、企業の機密情報を暗号化し、復元するために身代金を要求するランサムウェアによ
る攻撃も急増しています。
今回のセミナーでは、地元企業様・団体様向けにセキュリティ意識の向上、知識の習得をはかりま

す。

5/31～6/10

＜第二回＞
内部不正から情報を守るための情報セキュリティ対策 （視聴時間 約30分）
内部不正とは、企業・組織の従業者や委託先等の関係者が機密情報を窃取、無断持ち出し、漏洩、

消去、破壊などの不正行為を行うことです。
今回のセミナーでは、実際にあった事例から内部不正防止の重要性や対策方法について紹介し、コ

ンプライアンスやガバナンス強化のための情報セキュリティ対策の解説を行います。

巧妙化するサイバー攻撃や内部不正による情報漏洩を防止し、組織の重要な情報を守るためには、
セキュリティ対策の強化が望まれます。
第一回セミナーでは、サイバー攻撃から重要情報を守るための基本的な対策等をご紹介します。
また、脱PPAP方策について解説いたします。
第二回セミナーでは、コンプライアンスやガバナンス強化の面からも重視される内部不正対策について解説し

ます。
経営、情報システムに携わる方はもちろん、組織で働くすべて方にご覧いただきたい内容となっています。

ぜひ、この機会にご参加賜りますようご案内申し上げます。

情報漏洩から組織を守るWebセミナー

法人、官公庁、団体様向け
無料Webセミナー

このような方に最適なセミナーです
経営、総務、営業、企画、情報システム、製造等各部門で以下の悩みをお持ちの方

□ 最近怪しいメールが多く、情報セキュリティに不安がある

□ 自社のセキュリティ対策は大丈夫なのか心配

□ 情報漏洩対策の見直しや強化をしたい

□ 内部不正に向けた対策強化をしたい

お申し込みはこちら https://www.itsquare.co.jp/

弊社は、㈱新潟日報社、㈱新潟放送、㈱第四北越銀行、㈱BSNアイネットの共同出資により設立された情報セキュリ
ティ、ITコンサルティングに関する専門会社です。

〒950-0088
新潟市中央区万代3丁目1番1号メディアシップ13階

お問合せ先 ITスクエア 営業本部
電話 025-243-0240
メール its-mrkt@itsquare.co.jp

第一回 なぜサイバーセキュリティ攻撃は防げないのか。重要な情報を守るために
第二回 内部不正から情報を守るためのセキュリティ対策



サイバー攻撃により重要な情報が漏洩した場合、対応に要する費用負担、会社の社会的信用の失墜

など多大なダメージ被る可能性があります。

弊社は、情報セキュリティリスクの低減やセキュリティ強化のためのサービスを取り揃えております。

貴社のセキュリティレベル向上に、ぜひ弊社の専門家をご活用ください。

ITスクエアは情報セキュリティを支援します

〒950-0088
新潟市中央区万代3丁目1番1号メディアシップ13階

お問合せ先 株式会社ITスクエア 営業本部
電話 025-243-0240
メール its-mrkt@itsquare.co.jp

弊社が提供しております「情報セキュリティ監査サービス」及び「脆弱性診断サービス」が、経済産業省によって策定された
「情報セキュリティサービス基準」に適合することが認められ、「情報セキュリティサービス基準適合サービスリスト」に登録されております。

情報漏洩事故やサイバー攻撃の脅威等、環境変化に対応して既存のポリシーを見直す動きが本

格化しています。

弊社は、情報セキュリティポリシーや情報セキュリティ対策実施手順書の策定又は改定、及び

ポリシー・手順書を社内に定着させる教育・啓発活動を支援します。

セキュリティ
対策の実践編

網羅的な対策
とPDCA

【情報セキュリティ対策実施手順書】【情報セキュリティポリシー】

 情報セキュリティポリシーや手順書策定支援

 情報セキュリティ研修 / 標的型攻撃メール訓練

情報セキュリティ研修 標的型攻撃メール訓練

情報セキュリティ対策の目的等、
基本的な考え方を示す。

想定されるリスクに
対する対策を規定する。
遵守事項や判断基準等を示す。

情報セキュリティ対策の具体的
な手順を規定する。
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6. 情報セキュリティ対策のポイント ②文書化

≠情報セキュリティポリシー
等を策定している

情報セキュリティ対策
を実施している

運用、点検、改善を行わなければ、対策を実施しているとはいえません。 8

【研修内容】（集合研修、ウェビナーも可能）

① 社内規定の解説

② 事件・事故事例紹介

③ 普段実施するセキュリティ対策の解説

【実施手順】

① 疑似メールを送信（弊社）

② 疑似メールへの対応（貴社）

③ 疑似メールの開封状況の

集計（弊社）

④ 結果報告（弊社→貴社）

最新のセキュリティトピックを盛り込んだコン
テンツを作成します。従業員の皆様のセキュリ
ティ意識の向上に活用いただけます。

標的型メールを疑似的に体験することで、攻撃に
対する的確な知識と判断能力を身につける訓練プ
ログラムです。


